
2013年 10月 29日(火) 

西宮市総合福祉センターへお越しいただいたみなさんへ 

「誰もが暮らせる地域づくりフォーラム」スピンオフ企画 

李 国本 修慈 

「白い革命」と「もうひとつの福祉」－－－逃げようぜ、一緒に！ 

清水明彦さんと五十嵐正人さんにぶつけて(聞いて)みましょう^-^:// 

前略 

本日は西宮市総合福祉センターへようこそお越しくださいました^-^;。せんだって(9 月

15日)行われました伊丹市でのフォーラム、我ながら(^-^;;企画人でして)とっても面白いフ

ォーラムだったと自画自賛です(^-^;;ずびばぜん)。午前中の大山良子さんと伊藤佳世子さん、

お昼からの青野浩美さんに森山裕子さん、とってもステキなみなさんでした。そして五十

嵐正人さんと清水明彦さん、私的には東西の「けったい様」でして、そのお二人に揃って

参加いただけたことも嬉しい思い出となりました^-^;;。…と、感慨(?)に耽ってる最中の 9

月 17日の昼下がりに五十嵐さんからメールをいただいた内容が次のとおりです。 

『一晩寝て思ったのですが（裕子さんも昨晩は寝ました）、清水さんと僕の話しは、こ 

のままにしておいてはいけないのではないか、と。』 

そんな五十嵐さんの思いつき(?;^-^;)によって、今回の企画が産まれました。 

企画内容も全て五十嵐さんからのご要望どおり(五十嵐さんからのメール内容→)『国本さ

んがホスト（司会兼、話しを回す人で、事態を収集する人で…）になって、清水さんと五

十嵐の 3 人で 2 時間くらい。ただそれだけだけれど、それしかないシンプルな企画』とい

うことで、私がお二人を収集する(@:@!!??)役目を担うこととなりました。はっきり言ってプ

レッシャー満タン、けっこー困った(^-^;)9月 17日以降でしたが、この日をなんとか迎えら

れることとなりまして甘味料、いぇ、感無量です^-^;。ということで、私的には第 2ラウン

ドのお楽しみを目指して事態を収集…できそうも無いので、開き直っていきたいと思いま

す。以下に、9.15 にお二方がお話になった言葉から私が感じたところを記してみました。

とりあえずは、そんなこんなをキーワードにみなさんと楽しい夜を過ごせればと思います。

宜しくお願いいたします。 

草々 

清水明彦さんと五十嵐正人さんの言葉の数々・・・ 

☆ なんとも共通している??「楽観的」な感じ…。私には欠乏、あるいは欠落している…か

も^-^;。 

☆ 「逃れる」ことは楽観か???、それはどっち向き??、「前」?「横」?「斜め」??。 

☆ 五十嵐さんは壇上でほんとに緊張しているのかしら?…@素朴な私の疑問^-^;。 

☆ 清水さんは言いました「五十嵐さんの話の世界にに入っていく」際に、「但し、パンツ



はかんと(はかずに)…」の意味は??。私なりにの解釈と、みなさんの解釈とか^-^;。 

☆ 「訳解らないことが大切」(五十嵐さん) 

☆ 「絶対に簡潔になんて話さない」(五十嵐さん) 

☆ 「革命は起こるんや」(清水さん) 

☆ 「ぎゃーとか、が、大事」(五十嵐さん) 

☆ 「理解なんてなくていい」「自分が好きな人と一緒に居たいと思う際」(五十嵐さん) 

☆ 「同じような行動原則で居れること」(清水さん) 

☆ 「原風景・光ながらの・涎・母が素手で掬う光景」「それを見て凄い・綺麗と思った」(清

水さん) 

☆ 「愛され愛しながら生きた 20年」(清水さん) 

☆ 「人間関係に理解なんていらない」(五十嵐さん) 

☆ 「この人たちの傍を離れられない」「革命より革命的」(清水さん) 

☆ ジル・トゥルーズの言葉「新しい自由が最も冷酷な監禁にも比肩」「恐れたり、期待を

持ったりしてはならず、闘争の為の新しい武器を捜し求めなければ」 

☆ 「このことがおこっている、そこと戦っていきたい」(五十嵐さん) 

☆ 「新しい武器」＝「もうひとつ」(五十嵐さん) 

☆ 「傍に居たい＝失いたくない」「ぼやぼやしたら施設に連れて行かれる」「それは危ない」

(清水さん) 

☆ 「えみちゃんのお母さん、＜入院したら、生きてても死んでしまう＞」(五十嵐さん) 

☆ 「被災パラダイス」(清水さん) 

☆ 「思いがけないこと、訳の解らないこと、それが生きているということ」(五十嵐さん) 

☆ 「とにかく生きんがために生きる」「その実感」(清水さん) 

☆ 「ベットを空けてくれて、いらっしゃいと言われても、とんでもない、持っていかれて

たまるかえっ」(清水さん) 

☆ 「自己価値を発揮していくこと」「失うわけにはいかないこと」(清水さん) 

☆ 「合理的には整理できない」(清水さん) 

☆ 「死んでしまわなくても、その人の価値は死んでしまう」(清水さん) 

☆ 「とんでもないことをする人はかわいい」(五十嵐さん) 

☆ 「彼女の意思を代弁するんやない」「彼女の意思は在る」「確信している」「問うて来た

し、選び取った生活(谷野さんのこと)」(清水さん) 

☆ 「福祉の仕事をしてしまったがために失ったことがたくさんある」(五十嵐さん) 

☆ 「相談支援もサービスか!?、違うやろ」(清水さん) 

☆ ガタリの言葉「アルテルナティフ＝別の場に立つ」「その外に出ること」「裕子さんは出

してくれた」(五十嵐さん) 

☆ 「二流市民からの解放、更に支援者も解放される筈だった(基礎構造改革が始まる頃)」

「しかし本質を見失った」「互いに存在の価値をおとしめられた」「そのことをやり返し



ていく」「仕返し的に」(清水さん) 

☆ 「だから、もうひとつ」「常に何かもうひとつを持とうよ」(五十嵐さん) 

☆ 「福祉を作っちゃったから、福祉を作った事が悪くない、そこで止まったことがダメ」

(五十嵐さん) 

☆ 「埋め殺しへの抵抗」(清水さん) 

☆ 「みんな自由になった筈なのに、本当の選択なのか」(五十嵐さん) 

☆ 「これだけでは済まず、揺する、揺らぐ…ということ」(清水さん) 

☆ 「ほんまに悩んだんか!?ということ(相談支援に対して)」(清水さん) 

☆ 「管理のシステムから逃げ出しましょう」(五十嵐さん) 

☆ 「親に愛された娘としての役割」(清水さん) 

☆ 「自由と管理、情報と管理」(五十嵐さん) 

☆ 「みんな 60 越してそっちが主流」「だんだん障害になっていく層」「その世界に入った

時に、青葉園の 65 歳超えた人たちが活き活きと生きていると…」「みんな同じに向かっ

ていく」「青葉園の方々は超先輩」 

☆ 「檻の中の鉄格子、見えるものは解りやすい」(五十嵐さん) 

☆ 「出た際(地域といわれるところへ)の鎖に気がつかない」(五十嵐さん) 

☆ 「高齢者連帯・価値観連帯」(清水さん) 

☆ 「究極のもうひとつ」(五十嵐さん) 

☆ 「それでもそれを食い止めながら合意の世界で作られた建物の上に次の地平を作る、ひ

とりひとりの存在の価値を認め合う地平を作る」(清水さん) 

☆ 「天空の…」(清水さん) 

☆ 「奴隷として働かされている」「人間性を取り戻すということ」(五十嵐さん) 

☆ 「保護的に始末される装置から逃げる、共に逃げる」(清水さん) 

☆ 「僕らが制度内の仕事だけで福祉をやった気になっていたら、大切な人達の未来を厚生

労働省の会議室に委ねることになっちゃうんだぜ」(五十嵐さん) 

☆ 「保護的とはサービス＝始末する装置」「白旗掲げて逃げる」「みんな逃げたら追いかけ

てきた奴らは包囲される」(清水さん) 

 

清水明彦さんと五十嵐正人さんに聞きたいことっ!  

お 二 人 の 共 通 点 と 相 違 点 を 考 え な が ら ・ ・ ・                

By くにもと 

☆ やはり楽観的ですか?。 

☆ 「逃げろ」「逃走」は「闘争」ですか? 「逃れる」とは「闘う」こと?ですか。 



☆ 清水さんは「パンツを脱いで(はかんと)…」、五十嵐さんは常にパンツをはいてない?。 

☆ 清水さんは、実は普段はパンツをはいている^-^?…局長という。 

☆ 五十嵐さんもはいているにははいている?。 

☆ パンツは鎖か?、自らの鎖か?。 

☆ 脱げないパンツ?…、気付かない鎖に繋ぎまくられている?。パンツは何時でも脱げなく

ては…。 

☆ 違ってそうで、そうでもない「計画」…西宮での計画と、「計画なんて!」という五十嵐

さん。言葉の意味が交錯する。だから簡潔ではないのと、言葉も解釈によって幾らでも

変わる?。 

☆ 清水さんの言う「計画」とは、実は(一般的にいう)それとは対極…。そもそも一般的っ

てなんやねん?と自らに突っ込む。 

☆ 桑山さんの言う「経済合理性だけでは動かない生物」…。これが五十嵐さんの言う、取

り戻そうという「人間性」?。そういった生き物は減っている?。増えていく?。 

☆ ブータンの国王がきたときの話し…桑山さん。 

☆ 一方での新自由主義の考え…、と、動機付けがないと、を否定できるのか?。インセン

ティブなんて言葉はどうなんですか?。 

☆ この人の作った物語に確信がある…暮らした時間がそれを言わせる…桑山さん。 

☆ 仕組みとはぶち壊されるもの…はあたりまえと桑山さん。 

☆ 五十嵐さんは解り難い言葉使いだけど言葉一つ一つは分りやすいと感じるが…。 

☆ 清水さんは解り難いようですが、言葉を丁寧に使っている?ようにも感じる。 

☆ しかし、言葉の持つ力というか、その本質は難しく、…言葉を持っての説明の限界?。 

☆ だから清水さんの話しは解り難い^-^;。 

☆ 逃げ方を考える際に…?。 

☆ 五十嵐さんの言う「絶対に簡潔になんて話さない」。 

☆ 清水さんも全然簡潔ではない^-^;。だけど、双方に「とどのつまり」がある(ように思え

る)。 

☆ 五十嵐さんはホントに緊張してるの?(繰り返し、純粋に)。 

☆ みなさんは「パンツはかんと…」の意味が解ったか?。 

☆ 革命は起こるという清水さんの絶対と五十嵐さんの言う「絶対に簡潔になんて…」の「絶

対」。五十嵐さんは続けている(続いている)コトを言い、清水さんは未来のこと(今はそ

うでないこと)を「絶対」と言っている。 

☆ ふたりの絶対という楽観??、こだわり?、希望?。 

☆ 楽観だが逃げる、逃亡?…亡くなりはしない、亡くなろうが、生きんがために…。 

☆ 何で私たちは「ぎゃー」をそのまんま受けられない?。 

☆ 何で革命の担い手が変わっていくのか?。 

☆ 五十嵐さんのいう「理解なんてする必要は無い」と清水さんの言う「理解しあう」(青



葉園の活動理念)。 

☆ 五十嵐さんの「相手に解ってもらおうなんて思わなくていい」と清水さんの共振。 

☆ 五十嵐さんの「好きな人と一緒に居たい」と清水さんの「この人らの傍らから離れられ

ない」。 

☆ 清水さんへ、↑のことが「革命より革命的」の意味を。 

☆ 新しい自由が最も冷酷な監禁にも比肩 ジル・トゥルーズの言葉。 

☆ 恐れたり、期待をもったりしてはならず、闘争のための新しい武器を捜し求める。 

☆ ↑のことが、人を始末する装置を食い止めながら×3回(清水さんは繰り返している)。 

☆ えみちゃん母の「入院したら死んでしまう」、谷野さん母の「青葉園でしか生きられな

い」。 

☆ 五十嵐さんの言う「訳の解らないこと、それが生きているということ」。と、清水さん

の言う「とにかく生きんがために生きる」。 

☆ お二人ともに無い(あるいは無かった)「入所施設」だとかの概念。 

☆ 合理的に整理できないことを整理しない・・・しかし、してしまう装置。 

☆ 死んでしまわなくても死んでしまう・・・共通。 

☆ とんでもないことをする人がかわいい。なんとなく「ラー」な感じ^-^;。 

☆ 五十嵐さんの言う「支援者も奴隷」と清水さんの言う「支援者も解放される筈が」。 

☆ 五十嵐さん「福祉を作ったことがダメでなく、そこで止まって(停まって)しまったこと

がダメ」。 

☆ ↑、と、清水さんの言う「それを食い止めながら×3」。 

☆ 清水さんの言う「埋め殺しへの抵抗」と五十嵐さんの言う「もとひとつ」という武器。 

☆ 五十嵐さん「みんな自由になった筈なのに」、と清水さんの「互いの存在を貶められた」。 

☆ 五十嵐さんに「補完性の原理」を。 

☆ 「究極のもうひとつ」、それが「天空の…」なのかと…。 

☆  

 

 















 一定の資本主義経済の発達段階における社会・経済的条件によって規定される社会福祉の典型

は，「法律による社会福祉」（statutory social service）である。わが国の現状でいえば福祉六法

である。しかし法律による社会福祉が社会福祉の全部ではない。いな全部であってはならない。

法律によらない民間の自発的な社会福祉（voluntary social service）による社会福祉活動の存在

こそ，社会福祉全体の自己改造の原動力として評価されなければならない。「法律による社会福

祉」が法律の枠にしばりつけられて硬直した援助活動に終始しているときに，新しいより合理的

な社会福祉理論による対象認識と実践方法を提示し，自由な活動を展開することのできるのは自

発的な民間社会福祉の特色である。それは財源の裏づけもなければ，法律によって権威づけられ

た制度でもない。しかしそのようなことは自発的な社会福祉にとって問題ではない。問題なのは，

その社会福祉理論の合理性に裏づけられた新しい社会福祉的援助原則を，たとえ小規模であって

も，これを実証してみせることであり，また「法律による社会福祉」の側がこれを謙虚に受けと

めて法律を改正し，その時々の社会福祉全体をいかに発展させるかということである。 

『社会福祉原論』（岡村重夫 全国社会福祉協議会 １９８３年）より 

 

 精神医学改革のために持ち出された技術的手段としては先ず、病院内部の改革・人間化、作業

療法、社交療法、責任感の意識化、療法クラブの創設……等々がありました。この結果、いくら

かの効果はありましたが、それは精神医学の根本的な抑圧性を変えることはできなかったし、ま

たそれほど有効なものではありませんでした。次に考えられたのは、病院外活動です。患者クラ

ブ、患者の家庭訪問、患者たちのための保護工房……等といったものです。私としてはそれが全

然効果のないものだったと言うつもりはありませんが、しかし不幸なことに、それはときとして

抑圧の性質を変えながら、かえって抑圧を強化することになったと言わねばなりません。そのた

めに、この種の活動は精神病院のミニチュア化と言われることにもなったのでした。 

          （中略） 

「アルテルナティフ」というのはつまり別の場に立つ、精神医学の問題の外にでるということで

す。再び別の精神医学をやるということではなしに、別次元の解決を見出そうとすることです。 

『現代思想 １９８２年１月号 特集＝現代フランスの思想』（青土社） 

「シンポジウム 精神医学的状況」より 

※ドキュメンタリー映画『すべての些細な事柄』 監督ニコラ・フィリベール 出演ラ・ボルド

の人々他 １９９８年公開 ラ・ボルドはフェリックス・ガタリと精神科医ジャン・ウーリーが

１９５３年に設立した解放病棟のクリニック。 

 

 たとえば、監禁環境そのものともいえる病院の危機においては、部門の細分化や、デイケアや

在宅介護などが、はじめのうちは新しい自由をもたらしたとはいえ、結局はもっとも冷酷な監禁

にも比肩しうる管理のメカニズムに関与してしまったことを忘れてはならない。恐れたり、期待

をもったりしてはならず、闘争のための新しい武器を探しもとめなければならないのである。 

『記号と事件 １９７２－１９９０年の対話』（ジル・ドゥルーズ 宮林寛 訳 河出文庫） 
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清水　明彦

２０１３．９．１５．　
誰もが暮らせる地域づくりフォーラム２０１３





20131029 誰もがフォーラムスピンオフ企画　ぶっつけ内容案

五十嵐さんへ 清水さんへ

どーも、共通している「楽観的」な感じ・・・
「逃れること」は楽観か???

ちゃんとした話し 五十嵐さんの話の世界に入っていく
　但し、パンツはかんと・・・

??緊張してる五十嵐さん??^-^;; 聞いてもらえれば解ると思う

訳解らないことが大切 白い革命・・・
　たいしたことやないが・・

ちゃんと説明できるように話すな
僕らの世代(1954年生まれ)

簡潔・・・大切なものを削ぎ落とす 　その時ぐらいのもんしか・・
　　中学・高校の時代・・

簡潔に話してわかるようなことは・・・ 純粋に社会を変えねば・・
　早く大学行って火炎瓶投げねば・・

人間はこうだよね
革命は起こるんやと、世界同時

絶対に簡潔になんて話さない 　来週かも、月末かも・・
　　革命は起こる

制度外 と、全ての矛盾が解消するというノリ
　真に受けて・・・

制度としてはやってない 　　　赤い革命を
　 法外ではない^-^;;

法にはのっとっています しかし・・
　革命を起こすというてた人がいなくなり

ぎゃーとか、いろんな言葉を 　　?????
とても大事だと思っている どない生きたら・・・?

ぎゃぎゃーに対して 地域闘争・・・
いいヘルパーは「ですよね」と 　中央闘争ではなく、地域闘争

理解してくれる ろくでもない学生だったが

理解するという言葉で、削ぎ落としている 何を思ったか・・・
　出会いに行った・・

ぎゃぎゃーをぎゃぎゃーで受け止める 20年もの・・障害者といわれるご家庭

理解なんてしなくていい 同じような行動原則で「居れる」こと

相手に解ってもらおうなんて 出合った時の風景を今でも覚えている
思わなくていい

未就学・ひとりぼっちの障害者を
自分の好きな人と一緒に居たいと 　などとやっていたのかも知れないが

思うとき・・・ 40年前の話し

日常生活の中で理解なんかしない この子を守っていけるのは私しかない
　と、母親

支援する人たちは理解が必要だと 　　夕暮れ　西日　涎
そのことが、人を決める 原風景　光ながらの

　母が素手ですくう光景
支援する人は理解することが必要と 　それを見て「すごい」と
決めていっちゃう 　「綺麗」と思った・・・



理解された人になっていく
愛され愛しながら生きた20年・・

そんなことがなくったって一緒に 　明らかに違うが、同じ20年を生きて
いたいんだと 今、ここで出会ったことに・・

　　
人間関係・・・理解なんていらない この人らの傍を離れられない

　革命よりも革命的・・
新しい自由が最も冷酷な監禁にも比肩 　　価値観・・・

このことがおこっている 1981年に青葉園・・・
　 そこと戦っていきたい 　翌年の基本理念

恐れたり、期待をもったりしてはならず、 青葉園・・施設という概念はなかった
闘争の為の新しい武器を捜し求めなければ　措置制度も知らなかった

ジル・ドゥルーズ
傍に居りたい＝失いたくない

新しい武器=「もうひとつ」 　ぼやぼやしてたら施設に連れて行かれる
　　それは危ない・・で

14分頃に裕子さんが停まる
生活拠点的「場」

緊急一時保護 　運動体
ルール・・・事前予約
　 利用理由 集団＝人の関わり

社会的理由 　から立ち上がっていく運動体
保護者の病気・冠婚葬祭

理解・・・が出てくる
五十嵐さん丁寧な説明^-^;; 　1982年やから言えた
平日の昼間しか死ねない障害児の親

生活拠点・・・ハードではない
福祉を勉強してなくてよかった 　人の居場所

　　私が居るということを示す場
その状態で健康・・・ごほごぼ 誰しもが・・である

そこに価値的に主体として位置づく社会を
えみちゃん
事故で死んでしまうかも? 転機　阪神淡路大震災
入院したら・・・生きていても死んでしまう 　被災パラダイス

えみちゃんが生きているということ とにかく生きんがために生きる
　思いがけないこと　 　その実感・・・
　　　訳のわからないこと 　　全てのサービスや専門性が
　　　　それが生きているということ 　　　立ち入ることのできない

生きんがための役割をみんなが
葬儀の後に高速道路で・・・
　　　痰が詰まって亡くなった その際、多くの入所の施設が

　ベットを空けてくれ
悔しかった・・・と五十嵐さん 　　さあ逃げてらっしゃい、と・・

とんでもない・・・
腹が立ったこと 　持っていかれてたまるかえっと
　　「ああいうことがあるから
　　　あずけとけばよかった」という・・・ やってるうちに誰が・・かわからない

　あいつとあいつという感じ
「どうして私に預けてくれなかったのか」 汚いもん順に風呂へ・・・
　　という、女の子たち(支援者)

本人中心の支援に
母の言葉・・・ 　自己価値を発揮していくこと、
　こんな重度の子を預けられない・・・ 　　失うわけにはいかないこと



だったら、もっと日常から預からないと 図・・・真ん中に「この街で暮らす私」

ばおばぶの決め事 谷野ちえみさん
　　障害の有無程度関係なし 　母・・この子は青葉園でしか
　　　年齢も、居住地も問わない 　　生きて行かれへん・・と
理由は問わない

誰も「どうしよう」とか言わなかった
酷い話をした方が預かってもらえたり 　判断したわけでも

　　論議したことでもない
24時間365日、1秒と空かず どうしようもなかった・・・
　　
必要の無い時に預けた方は居ない どうしようもないことはよくある
　　短く・・・ 　論議しても仕方ない

　　合理的には整理できない
事業所は増えて・・・
　システムの中で量が決まってるって? 死んでしまわなくても、

　その人の価値は死んでしまう
計画?、
　人間って・・・1ヶ月も立てない キム先生

　食べることしか楽しみがないのか
落ち着いている裕子さん 　　入院させといて・・・
　とんでもなさを持っている 　　　さっさと・・・

どんだけおもろいことするかが・・
とんでもないことする人はかわいい

彼女の意思を代弁するんやない
進路・・・決めるなんて馬鹿じゃ 　彼女の意思は在る
　 　　確信している
施設から出された裕子さん 問うてきたし、選び取った生活
　父母が倒れていて帰された
　　寮母さんが噛まれて 他の人に説明できるのか?
　　　危険だと・・・ 　で、崩れていく中での

　　関係世界の中にある
悔しかったこと・・・ それを明確にするための権利擁護
　GSで暮らす裕子さん 　成年後見

福祉の仕事をしている連中が 制度改革の中で
　追い出した人を 　パーソナルな支援の問題・・
　　GSのスタッフがみている 程度区分　協議調整

　　何故にかを主張してきたが
福祉の仕事をしてしまったがために 全て、からみとられた
　失ったことがたくさんある・・・ 　　・・・矮小化された議論

二十歳まで生きられませんと・・ 相談支援もサービスか?
　　裕子さん、、、 　違うやろ、、、。

　　
ガタリ・・・ 利用契約　市民的開放だった筈が
　アルテルナティフ＝別の場に立つ 　二流市民からの解放
　　その外に出ること 　　更に支援者も解放される筈だった
　　　裕子さんは出してくれた 新自由主義的な論理に巻き込まれ

　本質を見失った・・
全てを社会福祉によって・・・× 互いに存在の価値をおとしめられた
　裕子さんにとっていいと思っている 　そのことをやりかえしていく
　　ことをしている・・・ 　　仕返し的に・・

だから、もうひとつ・・・ 本人中心支援・・・
　常に何かもうひとつ持とうよ、、 　対極は、人を類型化し

　　サービスや専門性をのっけ



福祉を作っちゃったから 結果的に人の存在を始末するということ
　福祉を作ったことが悪くない
　　そこで停まったことがダメ 埋め殺しへの抵抗

レスパイト・・・ それぞれの人の役割
　レスパイトじゃない 　かかわりのない、変わることのできない

　　役割・・・
A＋Bではなく、
　そんなこと、関係ないだろっ! 図・・・

　取り囲まれている・・
生活支援を作る際に・・・ 　　横に向けたら、立ち上がっていく
　制度に乗せようとした 　　　一緒に立ち上がっていく感じ

　向き合っているのではなく・・・
みんな自由になった筈なのに
　本当の選択なのか・・ これだけでは済まず・・

　揺する　揺らぐ・・ということ
A定食とB定食・・・
　選べるように 怒っている
　　契約できるように 　本人中心の専門家やと思ってるのか
　　　それが選べること?

一緒に揺らぐということ
レシピが全て同じなんて・・・ 　本人かって解らんやろ

悩み揺れていくんやと
選ぶということって・・・
　 ほんまに悩んだんか?ということ
こういうふうに決めていく制度
　社会システム等意識も含めて 西尾としえさん

  わがまま　しゃあない
管理のシステムから逃げ出しましょう

親やから、とかやない
二度と管理されないようにしようよ 　親に愛された娘としての役割

しかし・・・強化されていく 世界が変わる

自由と管理 　みんな60越して
　情報と管理 　　そっちが主流

　　　だんだん障害になっていく層
普通じゃないことをスルーしている その世界に入った時に

　青葉園の65歳超えた人が活き活きと
檻の中　鉄格子 　　生きていると・・・
　見えるものは解りやすい みんな同じに向かっていく
　　実は・・・ 　青葉園の方々は超先輩
そこから出た人は・・・

そこが連帯
出た際の鎖に気がつかない 　高齢者連帯・価値観変革

　　そこに突入する
みんなで自由に暮らしている映画
　時を告げる鐘・・・ そこが五十嵐さんとも共通する
　　 　だからパンツはかんとと
その鎖を裕子さんにつけたくない
　でも、繋がれている 制度・・・
　　人間としてできることは 　今までの制度・サービス・専門性を
自分が裕子さんと繋がれること 　　否定するのではなく、

そこを積み上げて、人の存在を始末している
自由と情報・・・ 　装置になっているかもしれないが、

　　　それでもそれを食い止めながら
究極のもうひとつ 合意の世界で作られた建物の上に



　次の地平を作る、ひとりひとりの
法をやめるとかではない 　　　　存在を認め合う地平をつくる
　その仕事、その奴隷にならないこと

天空の・・・
奴隷として働かされている

そのことの実体化・・・
この仕事をやっている人が
　人間性を取り戻すということ・・ どんな制度設計をしても、

階段の絵を書いて補完性の原理の 市民連帯の元でしか生まれない
話し 　その実体化を考えていきたい

『社会福祉原論』（岡村重夫）の引用 保護的に始末される装置から
　逃げる、共に逃げる

僕らが制度内の仕事だけで福祉を 　　逃げる
やった気になっていたら、
大切な人達の未来を厚労省の会議室に ひでちゃんは始末された
委ねることになっゃうんだぜ

保護的にとはサービス＝始末する装置
「保護的に始末する装置から共に逃げ、 　んな白旗掲げて逃げる
相互の主体化に向かう」。ツボです！ 　　おいかけてた奴は包囲される

清水さんと五十嵐さんの共通点と相違点

☆楽観的?
☆「逃げろ」「逃走」は「闘争」?
☆五十嵐さんは常にパンツをはいてない?
☆清水さんはパンツをはきつつ、しかし、五十嵐さんの前でパンツを脱いで?
☆パンツは鎖?
☆脱げないパンツは・・・
☆違ってそうでそうでもない「計画」・・・西宮での計画と、計画なんてという五十嵐さん
☆清水さんの言う「計画」とは、実はそれとは対極・・・
☆桑山さんの言う「経済合理性だけでは動かない生物」・・・
☆ブータンの国王がきたときの話し・・・桑山さん
☆一方での新自由主義の考え・・・動機付けがないと、、を否定できるか
☆この人の作った物語に確信がある・・・暮らした時間がそれを言わせる・・・桑山さん
☆仕組みとはぶち壊されるもの・・・はあたりまえ
☆五十嵐さんは解り難い言葉というか話し振り
☆清水さんは解り難いようで言葉を作っているような
☆しかし、言葉の持つ力というか、その本質は難しく、・・・
☆だから清水さんの話しは解り難い^-^;
☆逃げ方を考える際に・・・??
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